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【目的】散発下痢症患者由来大腸菌におけるフルオロキノロン（FQ）系薬剤耐性菌の検出状況、およびO153以外の血清型における耐性菌の遺伝子の解析結果などを報告する。

【材料および方法】1999年11月～2006年10月の散発下痢症患者由来大腸菌433株を対象として、ナリジクス酸（NA）およびシプロフロキサシン（CPFX）を含む12剤について、KB法により薬剤感受性試験を実施した。さらに、NAおよびCPFXに耐性を示した株のうちO153を除く36株中35株について、寒天平板希釈法によりNA、CPFX、オフロキサシン（OFLX）およびノルフロキサシン（NFLX）の最小発育阻止濃度（MIC）を測定した。キノロン耐性決定領域の解析は、gyrAおよびparC遺伝子の塩基配列をDye terminator法で決定することで行った。

【結果】供試した38種類のO血清型433株のうち、FQ耐性株は55株（12.7％）確認され、そのうちの89.1％が2種類の血清型によって占められた。すなわち、O25の120株中30株（25.0％）、O153の43株中19株（44.2％）で確認され、その他の血清型では270株中6株（2.2％）であった。FQ耐性のO25は2002年に初確認された。FQ耐性菌が分離され、年齢が判明した41名のうち、7歳未満が12名（28.6％）を占めた。FQ耐性O25の供試29株のうち、27株がgyrAの83位（Ser→Leu）、87位（Asp→Asn）、parCの80位（Ser→Ile）および84位（Glu→Val）の4ヶ所においてアミノ酸の置換を合わせ持ち、MIC値はCPFXおよびOFLXで32～128μg/mL、NFLXで64～512μg/mLであった。

【考察】FQ耐性株がO25でもO153と同様に高率に確認され、小児からも高率に分離されたのは注目された。また、O153では1株しか確認されていないparCの84位（Glu→Val）の置換が、O25ではほとんどの株において確認されるなど、血清型により置換パターンは異なる傾向を示した。（非学会員共同研究者：山崎史子・福井衛環研）

